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  「ショック・ドクトリン」（ナオミ・クライン著 岩波書店）という本をご存じだろ

うか？ 2007 年に欧米で出版された（2011 年、日本語訳）この本が、今また売れている

らしい。本棚から引っ張り出してきて、10 年ぶりに読み返している。ショック・ドクト

リンとは、ひとことで言えば惨事便乗型資本主義の実践となろうか。災害などで人々が

ショック状態にあり、冷静さを失っている時に、平常時には通用しない残酷な市場原理

主義がまかり通る。ハリケーン・カトリーナに襲われたニューオリンズや東日本大震災

に襲われた東北地方の再開発などが例としてあげられよう。 
  そして今まさに、この日本でショック・ドクトリンが進行しつつある。というのはレ

ムデシビルが世界で初めて日本で承認され、臨床に用いられているからであ

る。・・・・・・・・・・ 
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FORUM  Free（PDF） https://www.npojip.org/chk_tip/No90-f08.pdf 
・体に傷ができるとはどういう意味？                  

・新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）は胃では死なないのでしょうか？     

 

 

 

 
 


